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１３１号 
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       ホームページ  

   http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Icho/3732/ 

  
                      
                       
                    

                                     

 

    
ときわ台の景観を守る会 

    ときわ台まちづくり委員会 

  代 表  鈴木博之 近藤洋子 

事務局  島田晴子 tel・fax  3960‐3869 

ざ 

振
込
用
紙
で
の
協
力
金
お
願
い
の

開
始
か
ら
二
週
間
あ
ま
り
で
の
結
果

は
左
記
の
通
り
。
素
晴
ら
し
い
！ 

こ
の
数
は
、
時
間
切
れ
で
裁
判
に

踏
み
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
事
情

も
あ
り
、
皆
様
の
ご
意
見
に
つ
い
て

十
分
な
自
信
が
持
て
な
か
っ
た
私
た

ち
を
勇
気
付
け
る
に
余
り
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。 

世
田
谷
で
も
環
境
破
壊
の
マ
ン
シ

ョ
ン
に
訴
訟
の
件
が
報
じ
ら
れ
て
い

る
。
私
た
ち
の
行
動
は
間
違
っ
て
は

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

振
込
用
紙
に
書
い
て
い
た
だ
い
た

ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

 

常
盤
台
が 

東
京
都
の
「
お
し
ゃ
れ
な 

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
の

指
定
地
区
に
内
定
！ 

ま
だ
都
か
ら
の
正
式
発
表
は

な
い
が
、
内
々
で
下
準
備
を

進
う
ね
ん
め
て
い
る
。 

○ 藤和マンション行政訴訟控訴  
 

高裁の担当部署がやっと決まりました。第 8

民事部で、「平成 23 年（行コ）第１０７号」と

いうのが正式な受付番号です。 

駅前景観をだいなしにして、私たちの常盤台

の街の構造を破壊している高層マンションに対

する行政の姿勢を問います。 

 

 

、 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 常盤台に関する研究 

発表会 
 

昨年、修士論文や卒論などで学生が常盤

台を調査に来ました。この街がどのように

分析されたか興味深いものです。 

以下のような研究発表会で、何人かに要

旨を発表してもらえることになりました。

ぜひ聞きにお出でください。 

 

４月２９日（金・祝）午後２時～ 

於 ギャラリー服部 

 

①ときわ台判決より 

協働のあり方から考える判決の展望と訴訟後

のまちづくりの第一歩について 

眞田章午 (龍谷大学法学部 3回生) 

 

②景観法を活かしたこれからのまちづくり 

ー景観に関する法制度の活用ー 

西脇秀一郎 (龍谷大学大学院法学研究

科修士１回生) 

 

③高級戸建住宅開発の経緯とその持続性に

関する研究：常盤台住宅地を事例として 

劉 一辰（つくば大学大学院博士課程） 

 

④「計画的公共空間と住民の生活との関係

性－常盤台住宅地を例に－」 

  大橋良乃介（東京大学大学院工学系 

        研究科卒） 

 

なお、同会場では、４月２８日（木）～５

月３日（火）まで、常盤台に関する写真展

を行う予定です。 

 

 

 

○ バザーのお知らせ 
 

今回のバザー収益の多くは、東日本大震災

の被害者への寄付としたいと思います。皆様

宜しくご協力ください。 

 

 ４月２４日（日）１０時～１５時 
  （統一地方選挙の日） 

  於 一・二丁目町会事務所 
 

 提供品受付 ２３日（土）１時～３時 

 

 

 

 

 

 

○ 福島原発－平井憲夫さんの警告－ 
  

下記ＵＲＬの平井憲夫「原発がどんなものか知

ってほしい」を、ぜひお読みください。 

 http://www.iam-t.jp/HIRAI/pageall.html 

 平井憲夫さんは原発の配管技術者、現場監督と

して長く働かれた方です。1997 年に死去されま

したが、平井さんが書き遺された警告が、まさに

今起きてしまっているのだと思います。そして平

井さんが書かれているような現場の労働者や技

術者たちが、生命の危 険にさらされながら、福

島原発で苦闘を続けていることを思います。 

 平井さんは亡くなられましたが、後藤政志さ

んという東芝で原子炉格納容器の設計をされて

いた方が、原子力情報資料室 http://cnic.jp/ の

ウェブサイトでいま発言を続けています。 

（大村哲夫さんの文を縮約） 

            

 

http://www.iam-t.jp/HIRAI/pageall.html
http://cnic.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定
例
会
五
月
十
四
日
（
土
）
七
時
～ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
服
部
」
に
て 

 
 
 

 

 
 

 
  
 

 
常
盤
台
公
園
の
は
な
づ
く
り 

 

 

公
園
の
花
が
一
番
は
な
や
か
な
季
節
で
す
。

一
度
は
是
非
見
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
年
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
濃
い
ピ
ン
ク
が
主
流
で
、
紫

の
ム
ス
カ
リ
と
競
い
あ
っ
て
い
ま
す
。 

 

区
か
ら
配
ら
れ
た
ビ
オ
ラ
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど

も
、
冬
の
寒
さ
に
耐
え
、
ま
た
元
気
を
と
り
も

ど
し
、
色
も
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。 

 

バ
ラ
が
さ
か
ん
に
新
芽
を
出
し
て
き
ま
し

た
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
後
に
は
バ
ラ
の
楽
し
み

が
あ
り
、
そ
の
間
ず
っ
と
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

が
咲
き
続
け
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
害
虫
対
策
や
雑
草
取
り
で
忙
し
く

な
り
ま
す
。
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
雑
草
も
気
に
な

り
ま
す
。
中
高
年
で
も
腰
が
痛
く
な
ら
な
い
よ

う
、
立
っ
た
ま
ま
で
雑
草
取
り
が
で
き
る
よ
う

な
工
夫
が
必
要
で
す
。 

 

ど
う
し
て
ど
こ
も
直
線
で
水
仙
や
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が
並
ぶ
の
で
す
か
、
と
聞
か
れ
る
の
で
す

が
、
こ
れ
は
い
つ
も
全
霊
込
め
て
手
入
れ
を
し

て
い
る
Ｔ
さ
ん
の
律
儀
な
性
格
に
よ
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
。
来
年
は
も
う
少
し
自
然
な
植
え

方
を
提
案
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

                      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

住
民
提
案
型
地
区
計
画
―
中
台
見
学
記 

 
 

住
民
三
人
と
東
大
生
一
人
が
中
台
在
住
の
Ｙ
区
議
の

案
内
で
四
月
五
日
、
見
学
に
行
き
ま
し
た
。 

都
内
で
は
世
田
谷
区
に
次
ぐ
二
例
目
で
、
板
橋
区
で

は
初
め
て
の
、
住
民
提
案
型
地
区
計
画
が
昨
年
の
十
二

月
に
中
台
（
中
台
二
丁
目
地
区
、
面
積
約
三
、
一
ha
）

で
実
現
し
ま
し
た
。 

こ
の
地
区
は
、
昭
和
三
十
二
年
頃
、
東
武
鉄
道
が
七

〇~

八
〇
坪
程
度
の
低
層
戸
建
住
宅
地
と
し
て
九
九
戸

を
分
譲
し
た
高
台
の
起
伏
の
あ
る
土
地
で
、
眺
望
も
良

く
、
西
側
に
は
サ
ン
シ
テ
ィ
ー
が
あ
り
緑
も
豊
か
で
す
。 

近
年
敷
地
の
細
分
化
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の

相
次
ぐ
建
築
等
、
住
環
境
を
壊
す
要
因
に
危
機
感
を
持

っ
た
地
元
自
治
会
（
む
つ
み
会
）
が
中
心
と
な
り
、
地

区
計
画
を
進
め
ま
し
た
。 

こ
の
地
区
計
画
で
は
、
敷
地
面
積
一
〇
〇
㎡
以
上
、

建
築
物
の
高
さ
一
〇
ｍ
以
下
、
壁
面
位
置
の
制
限
、
塀

は
生
垣
や
透
過
性
の
あ
る
物
、
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ

ン
の
規
制
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
住
環
境
の
保
全

を
図
っ
て
い
ま
す
。
常
盤
台
に
も
欲
し
い
規
制
で
す
。 

日
頃
か
ら
む
つ
み
会
が
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
培
っ
て
い
る
事
、
住
民
の
環
境
に
対
す
る
意

識
が
高
い
事
、
対
象
が
住
宅
地
だ
け
の
限
ら
れ
た
地
区

等
と
、
計
画
を
進
め
易
か
っ
た
と
は
言
え
、
住
民
提
案

で
叶
っ
た
事
は
画
期
的
で
す
。 

常
盤
台
も
約
二
十
年
前
に
行
政
主
導
の
地
区
計
画
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
部
住
民
の
反
対
に
あ
い
頓
挫

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
地
区
計
画
が
施
行
さ
れ

て
い
れ
ば
、
駅
前
を
含
め
こ
れ
程
の
環
境
悪
化
は
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

中
台
の
様
に
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
地
区
計
画
が
常

盤
台
に
も
必
要
で
は
・
・
・ 

 
 
 
 

Ｉ
・
Ｎ 

 

          

 
 

「
庭
の
あ
る
街
」
と
し
て
の
常
盤
台 

 
 
 

 

 

「
日
本
土
木
工
業
協
会
の
機
関
紙
「
Ｃ
Ｅ
建
設
業
界
」

三
月
号
で
は
、
お
も
て
表
紙
を
全
面
、
田
園
調
布
の
写

真
、
う
ら
表
紙
を
全
面
、
常
盤
台
が
か
ざ
っ
て
い
る
。 

 

「
庭
の
あ
る
街
」
と
し
て
埼
玉
大
学
の
窪
田
陽
一
氏

が
、
昭
和
初
期
に
作
ら
れ
た
田
園
調
布
、
国
立
、
大
泉

学
園
町
な
ど
と
並
ん
で
、
常
盤
台
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。 

 

 

ク
ル
ド
サ
ッ
ク
の
写
真
も
あ
り
、「
常
盤
台
で
は
区
画

整
理
事
業
で
開
発
す
る
際
、
分
譲
時
に
住
宅
以
外
は
建

て
な
い
、
敷
地
境
界
は
生
垣
に
す
る
等
の
建
築
協
定
が

設
け
ら
れ
、
町
並
み
の
品
格
に
気
を
配
っ
た
」
と
い
う

説
明
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
い
う
業
界
紙
が
一
般
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
と
思
う
が
、
紹
介
し
て
く
れ
た
鈴
木
博
之

代
表
は
、「
現
実
を
考
え
る
と
暗
然
と
し
ま
す
」
と
、
つ

い
本
音
を
漏
ら
し
て
い
る
。
確
か
に
今
の
ま
ま
土
地
分

割
や
集
合
住
宅
化
が
野
放
図
に
進
め
ば
、
こ
う
し
て
常

盤
台
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
だ
ろ
う
。 

 
し
か
し
、
窪
田
氏
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
敷

地
一
杯
に
建
て
ら
れ
、
四
半
世
紀
も
経
て
ば
減
価
償
却

し
て
し
ま
う
耐
久
消
費
財
と
化
し
た
町
並
み
を
省
み
、

諸
外
国
で
普
通
の
街
が
世
界
遺
産
に
な
っ
て
い
る
事
実

に
照
ら
し
て
、「
今
も
憧
れ
の
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
る
庭

の
あ
る
町
は
、
昭
和
初
期
に
生
ま
れ
た
街
で
あ
る
こ
と

を
思
い
起
こ
そ
う
。
本
物
の
庭
の
あ
る
街
に
終
の
棲
家

を
見
つ
け
た
い
と
願
う
国
民
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。

人
々
を
幸
福
に
す
る
街
の
姿
を
今
一
度
追
い
求
め
て
み

た
い
気
が
す
る
。」
と
結
ん
で
い
る
。 

 

私
た
ち
は
ま
だ
間
に
合
う
と
思
っ
て
い
る
。
細
分
化

は
あ
る
程
度
致
し
方
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
工
夫
次

第
、
人
々
の
や
る
気
次
第
で
、
美
し
く
住
み
よ
く
、
且

つ
品
格
の
あ
る
街
を
保
つ
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。 

    


